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【背景・目的】さつまいもは台風や干ばつなどの気象の変
化に強く、栽培が容易で収量が安定していることから、耕
作放棄地解消のための導入作物として全国で広く利用さ
れている。新潟市北区においても、2012‐2014 年度に耕作
放棄地解消モデル事業の一環として、新潟市北区農業委員
会や農協、地域コミュニティーらが連携し、さつまいも（品
種：シルクスイート）の栽培を行った。また、シルクスイ
ートの特産化を目指し、2012 年度から新潟市北区特産物
研究協議会、地域の製菓店、大学が連携して、シルクスイ
ートを用いた加工品（菓子）の開発を進めている。 
農作物の販売や加工品の開発を行うためには、保存や加
工による食品の性状変化について理解しておく必要があ
る。しかし、シルクスイートは 2010 年に品種登録出願さ
れた比較的新しい品種であるため、成分やテクスチャ等に
関する科学的な報告は少ない。一般に、さつまいもは貯蔵
によりデンプンの糖化が行われ、収穫後 1 か月程度で甘く
なるが、糖組成の変化は貯蔵条件や品種の違いにより異な
ることが知られている。そこで、本研究ではシルクスイー
トの基本的な性状を知ることを目的として、貯蔵による糖
量の変化を調べ、新潟市で多く栽培されている別品種（ベ
ニアズマ、べにはるか、安納芋）と比較した。 
 
【方法】1）実験材料：①新潟市北区島見町で 2013 年 5 月
9 日に植栽、8 月 20 日に収穫したシルクスイート、ベニア
ズマ、安納芋。 
②新潟市北区島見町で2014年5月9日に植栽、9月3日に収穫
したシルクスイート、ベニアズマ、べにはるか、安納芋。 
2）保存条件：収穫したさつまいもは洗わず、20℃に空調
を設定した室内にて0－4ヶ月間保存した。 
3）試料のサンプリング：長さ12 cm以上のさつまいもを
水洗後、両端2 cm以上を切り落とし、厚さ15 mmの輪切
りにした。輪切りにしたさつまいもの中心部を15 mm×
15 mmに切り出したものを試料として用いた。加熱は
85℃で60分間行った（ひらやま蒸し器、博多玄海）。余熱
の影響を避けるため、加熱後すぐにポリエチレンバックに
入れ氷水で急冷した。 
4）糖の分析： 
試料中の糖を 80％エタノールで抽出し、高速液体クロマ
トグラフィー（HPLC）にて定量した。HPLC はカラムに
アミノエチル型カラム（Asahipak NH2P-504E、φ4.6 mm×
250 mm、昭和電工）を用い、移動相にアセトニトリル：20 
mM エタノールアミン（pH 9.62）＝7:3 を使用し、流速 1.0 
ml / min、40℃で示差屈折計（RID-10A、 島津）にて検出
した。 
5）β－アミラーゼ活性の測定 
実験材料②の生試料を用いてβ－アミラーゼ活性を測
定した。試料を 10 倍量の 20 mM 酢酸緩衝液（pH 5.0）で
1 分間磨砕した。得られた懸濁液を遠心分離（12000 rpm、
10 分、4℃）し、その上清を 500 倍希釈したものを粗酵素
液とした。37℃に予熱した基質溶液（1%アミロペクチン
／20 mM 酢酸緩衝液（pH 5.0））1 ml に、粗酵素液 1 ml を
加え、同温度で 10 分間反応させた後、生じたマルトース
量を 3、5‐ジニトロサリチル酸法を用いて定量した。酵
素の 1 単位（1 U）は、1 分間に 1 μmol のマルトースを生
成する酵素量と定義した。 
 
【結果・考察】加熱したさつまいもの糖は主にスクロース
とマルトースであった。スクロースは、実験材料①では 3
品種とも収穫直後から 2 週間後まで増加し、その後は横ば
いであった。増加率は安納芋が最も高く、シルクスイート
とベニアズマに差はなかった。実験材料②では、安納芋は
収穫 1 か月後まで、他の 3 品種は 2 週間後まで増加し、そ
の後は横ばいであった。2 週間後までのスクロースの増加
率に品種による差は見られなかった。マルトースは、シル
クスイートにおいて①が収穫後 2 週間後まで、②が 1 か月
後まで増加した。他の 3 品種では貯蔵によるマルトース量
の変化は見られなかった。 
マルトースは、生のさつまいもにはほとんど含まれない
が、加熱の際に糊化デンプンがβ－アミラーゼにより分解
されることで生ずる。そのため、シルクスイートにおいて
貯蔵により加熱時のマルトース生成量が増加した理由と
して、β－アミラーゼ活性が貯蔵により高くなったためと
推測したが、本研究では、β－アミラーゼ活性とマルトー
ス量との関連は見られなかった。今後、マルトース生成に
関わる他の要因（β－アミラーゼの耐熱性、デンプンの糊
化温度など）について検証する必要がある。 
 
【結論】シルクスイートは、貯蔵により加熱時のマルトー
ス生成量が増加することが判明した。今後、加工業者や一
般消費者に情報提供できるよう、さらに根拠の検証を行い、
最適な保存・加工条件等を検討していきたい。 
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【背景・目的】妊娠期の貧血の多くは鉄欠乏性貧血であり、
これは胎児の成長や産後の貧血に影響があると報告され
ている。さらに、我々の調査により妊娠初期の貯蔵鉄量が
その後の妊娠期や授乳期の鉄栄養状態とも関連すること
がわかってきている。 
妊娠初期の鉄栄養状態を良好にすることは重要である
が、出産歴が貧血に影響するとの報告がある一方で、出産
後、次の妊娠に至るまでの間隔の長さの影響は明らかとな
っていない。授乳婦の鉄損失量は月経のある非妊娠女性よ
りも少ないことから、授乳期は鉄の積極的な摂取により出
産後の鉄栄養状態を回復させる好機と考えられる。しかし、
授乳期間が短く、さらに次の妊娠までの間隔が短い場合に
は、十分な鉄栄養状態の回復がないままに次の妊娠に至る
可能性がある。 
そこで本研究では、すでに調査を実施した集団から経産
婦を抽出し、前回の出産から調査実施時の妊娠までの期間
（妊娠間隔）と妊娠時（妊娠初期）の鉄栄養状態を再検討
することにより、妊娠間隔と妊娠時鉄栄養状態の関係を検
討することを目的とした。 
 
【方法】本研究は、平成 22～26 年に実施された他施設共
同研究 SKY（Sakado・Kobe・Yokohama）pregnant cohort 
study のデータの一部を使用した。対象者は、SKY 
pregnant cohort study 参加への同意が得られた妊婦のう
ち、経産婦98名（年齢32.8±3.5歳、BMI 20.4±2.3 kg/m2、
1 経産 65 名、2 経産 29 名、3 経産 4 名）とした。調査時
期は妊娠時（妊娠 5～12 週）とし、調査項目は身体計測
値、前回の出産から調査実施時の妊娠までの期間（妊娠間
隔）、鉄関連指標（赤血球数（RBC）、ヘモグロビン濃度
（Hb）、ヘマトクリット値（Ht）、血清鉄濃度、フェリチ
ン濃度、平均赤血球容積（MCV）、平均赤血球血色素量
（MCH）、平均赤血球血色素濃度（MCHC））および鉄摂
取量とした。 
妊娠期間と他の項目の相関には、Spearman の順位相関
係数を用いた。さらに、妊娠間隔を四分位（Q1: 0.8-1.9
年、Q2: 2.0-3.0 年、Q3: 3.1-4.0 年、Q4: 4.2-8.9 年）で群
分けして比較した。解析には一元配置分散分析もしくは
Kruskal Wallis の検定を用い、有意であったものは多重
比較を行った。 
なお、本研究は香川栄養学園および横浜市立大学の倫理
委員会の承認を得て実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【結果】妊娠間隔と他の項目で相関をみた結果、年齢（r = 
0.330、p = 0.001）、RBC（r = －0.246、p = 0.014）、Ht
（r = －0.206、p = 0.042）、MCH（r = 0.257、p = 0.011）、
フェリチン濃度（r = 0.282、p = 0.005）で有意な相関が
みられた。また、妊娠間隔を四分位に群分けして比較した
ところ、年齢とフェリチン濃度のみで有意な差があった。
年齢では Q1 よりも Q4 が有意に高く、フェリチン濃度で
も Q1 よりも Q4 で有意に高値であった（図 1）。 
 
【考察】妊娠間隔といくつかの鉄関連指標で相関関係があ
ることが明らかとなった。特に、妊娠初期に良好な状態に
しておくことが望ましい貯蔵鉄では、妊娠間隔が長いほど、
指標となるフェリチン濃度が高値であった。妊娠間隔が 2
年未満の場合には、4 年を超える間隔をあけて次の妊娠を
した場合よりも貯蔵鉄量が少ないことが示唆された。これ
より、妊娠間隔が 2 年未満で次の妊娠をした場合には、妊
娠中の鉄欠乏性貧血に注意すべきであると考える。しかし、
妊娠間隔を長くとることにより年齢が高くなるため、その
点にも考慮しなければならない。 
出産後、次の妊娠をするまでの間には授乳期があり、そ
の期間も次の妊娠時鉄栄養状態に影響すると考えられる
が、本研究では検討できていない。また、非妊娠時の月経
状況もわからないため、今後それらの点も考慮して検討し
ていく必要がある。 
 
【結論】本研究より、妊娠間隔と鉄関連指標での相関関係
が明らかとなり、妊娠間隔が 2 年未満の場合には、4 年を
超える間をあけて次の妊娠をした場合よりも貯蔵鉄量が
少ないことが示唆された。 
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図 1. 妊娠間隔の違いによるフェリチン濃度の比較 
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